
平成 21 年度第３回公益事業振興補助事業審査・評価委員会 議事要旨 

 

１．開催日時 平成 21 年 12 月 17 日（木）午前 10 時 00 分～午前 11 時 45 分 

２．開催場所 財団法人ＪＫＡ ４B 会議室 

３．出席者 

〈委 員〉 小松委員長、栃本委員、西貝委員、原田委員、宮嶋委員、山岸委員 

〈ＪＫＡ〉久能木理事、池田公益事業振興グループ長、三浦公益振興チーム長、岩上福祉

振興チーム長ほか 

４．議 題 

（１）平成 22 年度の補助要望状況について 

（２）平成 22 年度補助事業採択の基本的な考え方について 

（３）補助事業評価制度の見直しについて 

（４）その他 

５．議事要旨 

（１）平成 22 年度の補助要望状況について 

  平成 22 年度の補助要望状況について、事務局から説明後、審議が行われ了承された。 

○ 主な意見は以下のとおり。 

・景気動向を反映して、要望額が少ない。 

・イベントなどの新規事業については、３年程度で自立を促す。 

・機器整備のようなハード補助から、ソフト事業や、機器自体の開発が必要な基礎研究な

ど挑戦的な事業にシフトすべき。 

・スポーツ大会の経費は人件費など、やり方によって縮減することができるので、チェッ

クが必要。 

（２）平成 22 年度補助事業採択の基本的な考え方について 

 平成 22 年度補助事業採択の基本的な考え方について、事務局から説明後、審議が行わ

れ了承された。 

○ 主な意見は以下のとおり。 

・補助を受けることは、第三者評価を得たということであり、むしろ誇るべきことではな

いか。 

・今後の検討事項として、「体育」という表記は、「スポーツ」の方が時代に合っていると

思われる。 

（３）補助事業評価制度の見直しについて 

 補助事業評価制度の見直しについて、事務局から説明後、審議が行われ了承された。 

○ 主な意見は以下のとおり。 

・評価に当たり、基準が未達の場合にはその理由を確かめるなど、実態に即した審査を行

うべき。 

 （本議事要旨は、事務局において作成した。） 

 


